
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
八
日

参

議

院

総

務

委

員

会

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
本
法
に
よ
る
改
正
事
項
に
は
地
方
側
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
も
の
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
改
正
内
容
の
周
知
と
適
切

な
助
言
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
宜
そ
の
運
用
状
況
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
、
制
度
の
見
直
し
等
適
切
な
対
応
を
図
る
こ

と
。

二
、
い
わ
ゆ
る
百
条
調
査
権
は
、
議
会
に
付
与
さ
れ
た
極
め
て
強
力
な
権
限
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
必

要
な
調
査
を
行
い
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
百
条
調
査
権
の
在
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

三
、
政
務
調
査
費
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
議
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
こ
れ
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
そ
の
運
用
に
つ
き
国
民
の
批
判
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
改
正
趣
旨
の
周
知
徹
底
と
併
せ
、
使
途
の
透
明
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

四
、
通
年
会
期
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
等
の
執
行
機
関
や
職
員
の
円
滑
な
事
務
処
理
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
通
年
会
期
制
を
選
択
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
本
会
議
や
委
員
会
の
開
催
等
に
よ
り
執
行
機
関
や
職
員
に
過

度
の
負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
議
会
運
営
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

五
、
第
三
十
次
地
方
制
度
調
査
会
の
地
方
自
治
法
改
正
案
に
関
す
る
意
見
を
踏
ま
え
本
法
に
よ
る
改
正
か
ら
除
外
さ
れ
た
、
地

方
税
等
に
関
す
る
事
項
の
条
例
制
定
・
改
廃
請
求
の
対
象
化
及
び
大
規
模
な
公
の
施
設
の
設
置
に
係
る
住
民
投
票
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
場
合
に
は
、
同
意
見
に
示
さ
れ
た
考
え
方
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
を



通
じ
て
地
方
側
と
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

六
、
地
方
議
会
の
議
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
及
び
在
り
方
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
位
置
付
け
等
を
法
律
上
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


